
主
催
　
越
木
岩
自
治
会

日
時
　
6
月
1
日（
日
）9
時
〜
10
時

　
　
　
雨
天
中
止

わ
が
ま
ち
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

集
合
場
所
　
越
木
岩
会
館

内
容
　��

地
域
内
の
道
路
や
公
園
を

清
掃
し
、
現
地
解
散
し
ま
す

共
催
　
苦
楽
園
地
区
青
愛
協

　
　
　
北
夙
川
地
区
青
愛
協

日
時
　
6
月
上
旬

場
所
　
①
苦
楽
園
中
学
校
校
門
前
交
差
点

　
　
　
②（
有
）苦
楽
園
食
糧
前

　
　
　
③
里
道
階
段
上（
三
差
路
）

　
　
　
④
毘
沙
門
公
園
南
側

　
　
　
⑤
セ
ブ
ン
‒
イ
レ
ブ
ン

　
　
　
　
西
宮
樋
之
池
町
店
前

　
　
　
⑥
理
容
店
C
H
O
C
O
前

声
か
け
運
動

　
絵
馬
か
ら
ひ
も
と
く

　
　越
木
岩
の
先
人
た
ち
⑤

越
木
岩
神
社
　
飯
森
良
光
宮
司
　

　
今
号
で
、
5
回
に
わ
た
っ
た
連

載
も
最
後
と
な
り
ま
す
。最
後
は
、

最
も
新
し
い
絵
馬
2
面
を
紹
介
し

ま
す
。

　
明
治
22（
1
8
8
9
）年
丑う

し
正
月

23
日
付
け
で
、
越
木
岩
上
新
田
組

と
下
新
田
組
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
1

面
ず
つ
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。

上
新
田
は
現
在
の
西
平
町
・
松
風

町
・
豊
楽
町
北
部
辺
り
の
地
域
、

下
新
田
は
南
越
木
岩
町
・
石
刎

町
・
菊
谷
町
・
松
生
町
・
桜
町
・

豊
楽
町
南
部
辺
り
の
地
域
で
す
。

上
・
下
組
に
描
か
れ
た
消
防
夫
は

約
80
人
に
な
り
ま
す
。

　
上
・
下
組
と
も
に
参
詣
の
様
子

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
奉
納
さ
れ

た
時
期
か
ら
、
出
初
め
式
の
様
子

を
描
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
上
組
の
絵
馬
は
縦
約
75
㎝
・
横

1
6
6
㎝
の
板
に
描
か
れ
た
も
の

で
す
。
お
社
や
松
が
描
か
れ
、
消

防
夫
は
黒
の
法は

っ

被ぴ

と
も
ん
ぺ
装
束

で
、
青
色
の
火
事
羽
織
に
頭
巾
の

衣
装
取
締
役
2
人
が
先
頭
に
立
っ

て
い
ま
す
。
町ま

ち

火び

消け
し

が
火
災
現
場

で
使
用
し

て
い
た
火

消
し
道
具

の
一
つ
・

消
防
ま
と

い（
纏
）と

高
張
提ち

ょ
う

燈ち
ん

が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま

す
。
そ
の

他
に
組
旗

半
鐘
・
鳶と

び

口ぐ
ち
・
竜り

ゅ
う

吐ど

水す
い�

（
ポ
ン

プ
）・
梯は
し

子ご

な
ど
が
持
た
れ
て
い
ま

す
。

　
下
組
の
絵
馬
は
縦
約
95
㎝
・
横

2
0
0
㎝
の
板
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。
持
ち
物
な
ど
は
上
組
と
同
じ

よ
う
で
す
が
、
取
締
役
2
人
は
茶

色
の
火
事
羽
織
の
よ
う
で
す
。
大

変
興
味
深
い
の
は
下
組
の
絵
馬
の

下
部
に
は
、
そ
の
当
時
の
消
防
組

員
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。吉
井
・
礒
野
・
田
中
・
古
田
・

播
間
・
津
戸
・
真
鍋
・
福
田
・
福

井
・
灘
儀
・
小
西
氏
な
ど
、
現
在

も
こ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
た

ち
の
先
祖
と
い
う
こ
と
で
、
地
域

の
た
め
に
代
々
消
防
夫
を
務
め
て

い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
明
治
ご
ろ
の
境
内
や
神

社
周
辺
の
様
子
も
伺
え
ま
す
。現

在
は
、
境
内
に
松
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
が
、
年
配
の
人
に
尋
ね

る
と
ア
カ
マ
ツ
が
た
く
さ
ん
育
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。越
木
岩
地
域

に
も
松
風
町
・
松
生
町
・
松
ヶ
丘

町
・
老
松
町
の
町
名
が
あ
る
よ
う

に
、松
が
多
く
茂
っ
て
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。鳥
居
ま
で
の
参
道
は
、
も

ち
ろ
ん
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
は
な
く

土
の
農
道
で
し
た
。神
社
に
お
参

り
に
行
く
に
も
ひ
と
苦
労
だ
っ
た

で
し
ょ
う
。

　
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
よ
り
新
し

い
大
絵
馬
は
奉
納
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
最
近
は
、
記
録
を
写
真
と
し

て
残
す
こ
と
も
少
な
い
よ
う
で

す
。
デ
ジ
タ
ル
の
発
達
で
、
大
絵

馬
を
奉
納
す
る
と
い
う
慣
習
も
ほ

と
ん
ど
な
く
な
っ
た
か
ら
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
絵
馬
は
、
今
で
は
社
寺
や
地
域

の
風
習
・
文
化
、
奉
納
さ
れ
た
時

代
の
人
々
の
願
い
、
生
活
を
伝
え

る
貴
重
な
資
料
、
文
化
財
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。
私
が
宮
司
を
務

め
て
い
る
間
に
は
、
今
を
後
世
に

伝
え
る
た
め
に
、
大
絵
馬
の
作
成

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
神
社
の
秋
祭
り
の
奉
祝
行
事

と
し
て
、
だ
ん
じ
り
巡
行
が
盛
大

に
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
地
域
で
は
秋
の
風
物
詩
と
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

泣
き
相
撲
も
、
毎
年
多
く
の
子
ど

も
た
ち
や
そ
の
家
族
が
参
加
し
て

い
ま
す
。
4
年
前
か
ら
大
相
撲
三

月
場
所（
大
阪
春
場
所
）の
際
に
、

二
子
山
部
屋
が
当
社
を
宿
舎
と
し

て
利
用
し
て
お
り
、
そ
の
頃
に
香

る
力
士
の
び
ん
づ
け
油
が
春
の
風

物
詩
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

の
よ
う
な
今
を
「
絵
馬
」
に
描
く

こ
と
で
、
令
和
の
越
木
岩
地
域
を

未
来
に
伝
え
る
と
い
う
方
法
も
魅

力
的
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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▲上新田組奉納　　　　　▼下新田組奉納

越木岩地域の氏神様 ～皆様の健康をご祈念します～

http://www.koshikiiwa-jinja.jp/
〒662-0092　西宮市甑岩町 5-4

6月 3 0日
夏越大祓
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受
賞　お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◎
第
68
回
環
境
衛
生
大
会
表
彰

　環
境
衛
生
実
践
功
労
者

　
　
藤
原
康
明
さ
ん（
甑
岩
町
）

　環
境
衛
生
推
進
功
労
者

　
　
田
中
基
子
さ
ん（
松
生
町
）

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
賞

　
　
田
中
孝
一
さ
ん（
南
越
木
岩
町
）

越
木
岩
公
民
館
運
営
協
議
会・地
域
学
習
推
進
員
会
の
活
動
終
了
に
つ
い
て

　
令
和
6
年
3
月
末
に
閉
館
し

た
越
木
岩
公
民
館
は
「
越
木
岩

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
令
和
8
年

度
中
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
新
セ
ン

タ
ー
は
公
民
館
と
し
て
再
開
せ

ず
、
地
域
の
新
た
な
拠
点
と
し

て
、
隣
接
す
る
図
書
館
な
ど
を

含
む
「
複
合
施
設
」
を
整
備
す

る
予
定
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
公
民
館
活
動

推
進
の
た
め
に
設
置
し
て
い
た

「
越
木
岩
公
民
館
運
営
協
議
会
」

と
、
地
域
課
題
の
解
決
や
交
流

の
た
め
の
講
座
な
ど
を
開
催
し

て
い
た
「
越
木
岩
公
民
館
地
域

学
習
推
進
員
会
」
の
活
動
は
令

和
7
年
3
月
で
終
了
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
新
セ
ン
タ
ー
活
動

の
立
ち
上
げ
の
た
め「
新
セ
ン

タ
ー
準
備
委
員
会
」で
住
民
主

体
の
地
域
活
動
を
支
援
す
る
仕

組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
5
・
6
月
の
講
座
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
現
推
進
員
の
厚
意
に

よ
り
、
令
和
7
年
度
中
も
数
回

講
座
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
チ
ラ
シ
な
ど
で
ご
案

内
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

　
百
人
一
首
大
会
が
、
1
月
31
日

に
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

1
年
生（
52
期
生
）は
4
人
ず
つ
、

33
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
ク
ラ

ス
対
抗
で
競
い
ま
し
た
。
順
位
は

ク
ラ
ス
全
員
の
取
札
数
の
合
計
で

決
ま
り
ま
す
。

　
畳
に
並
べ
ら
れ
た
札
を
前
に
緊

張
気
味
の
様
子
で
し
た
が
、
琴
の

B
G
M
に
乗
せ
て
上
の
句
が
詠
ま

れ
始
め
る
と
、
ど
の
生
徒
も
真
剣

な
ま
な
ざ
し
で
取
札
を
探
し
始
め

ま
す
。
一
目
散
に
札
に
飛
び
つ
く

生
徒
も
い
れ
ば
、
下
の
句
を
聞
き

終
え
て
か
ら
慎
重
に
取
る
生
徒
、

お
手
付
き
を
し
て
悔
し
が
る
生
徒

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
ま
た
人
気
の
句
が
詠
ま
れ
る
と
、

歓
声
が
上
が
り
、
身
を
乗
り
出
し

て
取
り
合
う
場
面
も
。
真
剣
勝
負

で
す
が
、
1
枚
取
る
た
び
に
笑
み

が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。
残
り

の
枚
数
が
少
な
く
な
る
に
つ
れ
、

徐
々
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
、
白
熱

し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
会
場
は
緊
張
感
と
歓
声
で
盛

り
上
が
り
、
楽
し
み
な
が
ら
、
最

後
ま
で
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
1
枚
で
も
多
く
取
れ
る
よ

う
に
、
朝
読
書
の
時
間
な
ど
で
練

習
を
積
み
重
ね
て
き
た
成
果
が
発

揮
さ
れ
た
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
の
伝
統
文
化
に
関
心
を
深

め
、
生
徒
同
士
の
親
睦
と
ク
ラ
ス

の
団
結
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

新
春
行
事 

百
人
一
首
大
会
　✿
苦
楽
園
中
学
校
✿

じっと耳を澄まして…

前傾姿勢で挑みます
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　「
第
24
回
越
木
岩
防
災
の
日
」

が
1
月
26
日
、
北
夙
川
小
学
校
の

体
育
館
で
6
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
阪
神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
30
年
の
節
目
の
年
で
、

連
日
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
震
災
に
関

す
る
報
道
が
あ
り
、
小
学
校
で
も

震
災
に
つ
い
て
の
学
習
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
消
防
署
員
な
ど
の
指
導
の
下
で

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

と
胸
骨
圧
迫（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

を
組
み
合
わ
せ
た
救
護
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
胸
骨
圧
迫
は
、
1
人

で
何
分
間
も
続
け
て
行
う
た
め「
し

ん
ど
い
～
」「
疲
れ
る
～
」
な
ど
の

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
人
命
救

助
の
大
切
さ
を
体
験
す
る
良
い
機

会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
が
分
か
ら
ず

自
信
が
な
い
と
尻
込
み
す
る
人
が

多
く
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
使
っ

て
み
る
と
、
意
外
に
簡
単
だ
と
い

う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
百
聞
は

一
見
に
し
か
ず
と
は
ま
さ
に
こ
の

こ
と
で
す
ね
。

　
そ
の
他
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
や
通

報
訓
練
、
毛
布
を
使
っ
た
簡
易
担

架
の
組
み
立
て
体
験
な
ど
も
行

い
、
大
人
だ
け
で
な
く
子
ど
も
た

ち
も
積
極
的
に
訓
練
に
参
加
し
て

い
ま
し
た
。

　
大
き
な
地
震
や
台
風
な
ど
の
災

害
は
、
必
ず
来
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
い
つ
か
来
る
そ
の
と
き
に

備
え
て
、
防
災
訓
練
や
地
域
の
皆

さ
ん
で
協
力
し
合
う
こ
と
の
大
切

さ
を
、
改
め
て
感
じ
た
1
日
と
な

り
ま
し
た
。

雪
と
伝
統
と
お
い
し
さ
と
！

　～
冬
の
活
動
報
告
～

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
西
宮
第
3
団
・
第
13
団

白
銀
の
世
界
を
大
冒
険
！

　
ロ
ー
バ
ー
隊（
18
～
25
歳
）主
催

の
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
が
、
2
月
8
日

か
ら
1
泊
2
日
で
ハ
チ
高
原（
養

父
市
）で
開
催
さ
れ
、
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
西
宮
第
3
団
、
13
団
合
わ

せ
て
28
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
大
寒
波
が
到
来
し
て
厳
し
い
寒

さ
の
中
で
、
ス
キ
ー
が
得
意
な
子

も
初
め
て
の
子
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
ロ
ー
バ
ー
隊

の
指
導
の
下
で
、
ど
ん
ど
ん
上

達
！
　
広
い
ハ
チ
高
原
の
ゲ
レ
ン

デ
を
存
分
に
満
喫
し
ま
し
た
。

　
夜
は
み
ん
な
で
輪
に
な
っ
て
、

頭
を
使
っ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
ゲ
ー
ム

で
大
盛
り
上
が
り
。
世
代
を
超
え

た
交
流
の
楽
し
さ
と
ス
キ
ー
が
上

達
し
て
い
く
喜
び
は
、
一
生
忘
れ

ら
れ
な
い
冬
の
す
て
き
な
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。

料
理
大
会
！

　テ
ー
マ
は
「
鍋
」

　
甲
山
キ
ャ
ン
プ
場
で
2
月
16
日
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
創
始
者
の
誕
生

日
を
祝
う
Ｂ‒

Ｐ
祭
が
開
催
さ
れ
、

今
年
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
オ
リ
ジ

ナ
ル
鍋
を
作
る
「
鍋
‒
1
グ
ラ
ン

プ
リ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ど
ん
な
鍋
を
作
る
か
を
、
事
前

に
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
相
談
し
て

ス
ー
パ
ー
で
食
材
を
調
達
。
当
日

は
ま
き
を
集
め
て
火
を
起
こ
し
、

食
材
を
切
り
分
け
、
協
力
し
な
が

ら
調
理
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
鍋
が

煮
え
る
の
を
待
つ
間
は
、
ホ
ッ
ト

コ
コ
ア
で
ひ
と
息
。
で
き
上
が
っ

た
鍋
を
食
べ
て
「
お
い
し
い
！
」

の
声
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　
優
勝
は
素
材
の
食
感
を
う
ま
く

引
き
出
し
た
ウ
マ
塩
鍋
で
す
。
食

後
は
、
コ
マ
遊
び
や
し
っ
ぽ
と
り

ゲ
ー
ム
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
体
を

動
か
し
ま
し
た
。

今
年
も
開
催
！

　二
子
山
部
屋
の
力
士
た
ち
と

　
夙
川
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
育
成
会

は
、
3
月
2
日
に
越
木
岩
神
社
を

宿
舎
と
し
て
い
る
二
子
山
部
屋
の

力
士
た
ち
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
し
た
。椿
ま
つ
り
も
同
時
開

催
さ
れ
、
北
夙
川
と
苦
楽
園
の
子

ど
も
会
、
越
木
岩
青
年
会
の
協
力

を
得
て
、
5
0
0
人
を
超
え
る
来

場
者
で
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
ス
カ
ウ
ト
た
ち
も
ち
ゃ
ん
こ
鍋

を
堪
能
し
た
後
、
自
然
素
材
を
使

っ
て
稽
古
の
様
子
を
絵
に
描
く
な

ど
し
て
楽
し
く
過
ご
し
、
お
土
産

に
つ
き
た
て
の
餅
を
持
っ
て
帰
り

ま
し
た
。

　
越
木
岩
地
域
の
子
ど
も
た
ち
も

通
う
苦
楽
園
小
学
校
と
苦
楽
園
中

学
校
の
隣
に
、
県
立
西
宮
苦
楽
園

高
等
学
校
が
4
月
に
開
校
し
ま
し

た
。

　
当
校
は
、
県
立
西
宮
北
高
等
学

校
と
県
立
西
宮
甲
山
高
等
学
校
の

両
校
が
、
約
3
年
の
年
月
を
か
け

て
開
校
準
備
を
進
め
て
き
た
発
展

的
統
合
校
で
、
県
立
西
宮
北
高
等

学
校
の
校
舎
が
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
令
和
7
年
度
は
、
県
立
西
宮

苦
楽
園
高
等
学
校
の
生
徒
は
1
年

生
だ
け
で
、
県
立
西
宮
北
高
等
学

校
と
県
立
西
宮
甲
山
高
等
学
校

は
、
2
・
3
年
生
と
な
り
ま
す
。

　
教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

柱
は「
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
」×「
探

究
的
な
学
び
」
で
す
。
デ
ジ
タ
ル

人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
デ
ジ
タ

ル
教
育
の
拠
点
校
と
な
る
「
Ｄ
Ｘ

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
、
令
和

6
年
度
に
文
部
科
学
省
よ
り
指
定

を
受
け
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
普
通
科
に
加
え
、
文

理
探
究
科
が
創
設
さ
れ
、
こ
の
科

で
は
「
全
世
界
が
探
究
フ
ィ
ー
ル

ド
」「
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
習
得
と

活
用
」「
大
学
・
地
域
と
の
連
携

協
働
」の
三
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、

世
界
の
諸
課
題
を
テ
ー
マ
と
し
た

学
び
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
力
点

を
置
い
た
ロ
ボ
ッ
ト
制
御
や
ア
プ

リ
開
発
な
ど
の
技
術
の
習
得
、
そ

し
て
大
学
・
企
業
な
ど
と
の
連
携

授
業
や
講
演
会
が
展
開
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
普
通
科
で
も
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
能
力
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能

力
の
向
上
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
特
色

は
部
活
動
に
も
反
映

さ
れ
、
新
設
さ
れ
る

Ｄ
Ｘ
部
で
は
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
の
大
会

や
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
競
技
に
挑
戦
す
る

そ
う
で
す
。

　
学
習
環
境
で
は
、
ハ
イ
ス
ペ
ッ

ク
パ
ソ
コ
ン
が
完
備
さ
れ
た
探
究

ル
ー
ム
を
新
設
す
る
他
、
3
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
、
Ｖ
Ｒ（
バ
ー
チ
ャ
ル

リ
ア
リ
テ
ィ
）、
ド
ロ
ー
ン
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
用
小
型
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
の
備
品
が
整
備
さ
れ
、
入
学

生
は
授
業
で
活
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
県
立
西
宮
北
高
等
学
校

の
校
舎
全
館
の
内
装・外
装
工
事
、

ト
イ
レ
改
修
工
事
も
進
み
、
来
年

度
に
は
3
2
0
人
収
容
可
能
な
講

義
棟
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。

　
県
立
西
宮
北
高
等
学
校
は
越
木

岩
地
域
に
と
っ
て
身
近
な
学
校
で

し
た
。
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
県
立
西
宮
苦

楽
園
高
等
学
校
は
、
地
域
の
中
学

生
や
保
護
者
に
と
っ
て
、
今
後
の

展
開
が
非
常
に
楽
し
み
な
存
在
と

な
り
そ
う
で
す
。
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令
和
7
年
4
月
に

西
宮
苦
楽
園
高
等
学
校
が
開
校

学校に配備されるVR
（県立西宮苦楽園高等学校ホームページより）

西宮北高等学校の2・3年生と西宮苦楽園高等学校の1年生が通う校舎
（県立西宮苦楽園高等学校ホームページより）

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

6
年
ぶ
り
の
開
催

　越
木
岩
自
主
防
災
の
日

AEDの後、救急車が到着するまで心臓マッサージを続けます

毛布とポール2本で作った担架でけが人を運びます

ハ ー イ 子 ど も 会 で す 

ぼぼぼぼぼぼ

くくくくくく

のののののの

夢夢夢夢夢夢

わわわわわわ

たたたたたた

しししししし

のののののの

夢夢夢夢夢夢

北
夙
川
子
ど
も
会

�

4
年

　尾お
の
え上

　雄
一

　
ぼ
く
の
し
ょ
う
来
の
ゆ
め
は
、

野
き
ゅ
う
せ
ん
手
で
す
。
な
ぜ
か

と
い
う
と
ぼ
く
は
大
谷
せ
ん
手
の

よ
う
な
か
っ
こ
い
い
せ
ん
手
に
な

り
た
い
か
ら
で
す
。

　
大
谷
せ
ん
手
は
ホ
ー
ム
ラ
ン
や

と
う
る
い
が
多
い
の
で
、
す
ご
い

な
あ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
ぼ
く
は
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
練
習
と
キ
ャ
ッ
チ
の
練
習
を

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

♡
　
　
　
　
♡

北
夙
川
子
ど
も
会

�

5
年

　伊
藤

　圭か

純す
み

　
私
の
ゆ
め
は
、
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
文
や
絵
を
か
く
の
が
大
好

き
な
の
で
、画
家
に
な
り
た
い
し
、

作
家
に
も
な
り
た
い
で
す
。

　
そ
し
て
一
番
の
ゆ
め
は
、
保
育

士
さ
ん
に
な
る
こ
と
で
す
。
去
年

ワ
ク
ワ
ク
ワ
ー
ク
で
保
育
士
さ
ん

の
体
験
を
し
て
、小
さ
い
子
に「
か

す
み
せ
ん
せ
い
」
と
言
わ
れ
た
時

は
、
か
わ
い
く
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
ど
の
ゆ
め
も
か
な
え
て
み

た
い
で
す
。

北
夙
川
子
ど
も
会

�

5
年

　田
畑

　朝あ
さ

陽ひ

　
私
の
し
ょ
う
来
の
ゆ
め
は
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
ら
れ
る
よ
う

な
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
選
手
に
な

る
こ
と
で
す
。

　
2
0
2
4
年
の
夏
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
、
森
選
手
が
3
位
ま
で

に
は
入
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
す

ご
く
か
っ
こ
よ
く
て
、
私
も
や
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
い
っ
ぱ
い
練
習
し
て
、
森
選
手

の
よ
う
な
選
手
に
な
り
た
い
で

す
。

♡
　
　
　
　
♡

苦
楽
園
子
ど
も
会

1
年

　吉
田

　早さ

那な

　
わ
た
し
の
ゆ
め
は
、
ケ
ー
キ
や

さ
ん
に
な
る
こ
と
で
す
。
な
ぜ
か

と
い
う
と
、
ケ
ー
キ
は
つ
く
る
こ

と
が
む
ず
か
し
い
け
れ
ど
、
お
き

ゃ
く
さ
ま
に
食
べ
て
も
ら
え
る
こ

と
が
う
れ
し
い
か
ら
で
す
。
お
す

す
め
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
で

す
。
そ
の
た
め
に
ケ
ー
キ
せ
ん
も

ん
の
学
校
へ
行
っ
て
お
べ
ん
き
ょ

う
し
た
い
で
す
。
わ
た
し
の
ケ
ー

キ
を
食
べ
て
も
ら
っ
て
、
み
ん
な

を
え
が
お
に
し
た
い
で
す
。

雪山でぐんぐん上達！

みんなで作るとおいしいね！

葉っぱを並べて土俵を作ったよ！

「よいしょー！」
迫力満点の
餅つき
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　「
第
24
回
越
木
岩
防
災
の
日
」

が
1
月
26
日
、
北
夙
川
小
学
校
の

体
育
館
で
6
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
阪
神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
30
年
の
節
目
の
年
で
、

連
日
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
震
災
に
関

す
る
報
道
が
あ
り
、
小
学
校
で
も

震
災
に
つ
い
て
の
学
習
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
消
防
署
員
な
ど
の
指
導
の
下
で

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

と
胸
骨
圧
迫（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

を
組
み
合
わ
せ
た
救
護
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
胸
骨
圧
迫
は
、
1
人

で
何
分
間
も
続
け
て
行
う
た
め「
し

ん
ど
い
～
」「
疲
れ
る
～
」
な
ど
の

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
人
命
救

助
の
大
切
さ
を
体
験
す
る
良
い
機

会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
が
分
か
ら
ず

自
信
が
な
い
と
尻
込
み
す
る
人
が

多
く
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
使
っ

て
み
る
と
、
意
外
に
簡
単
だ
と
い

う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
百
聞
は

一
見
に
し
か
ず
と
は
ま
さ
に
こ
の

こ
と
で
す
ね
。

　
そ
の
他
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
や
通

報
訓
練
、
毛
布
を
使
っ
た
簡
易
担

架
の
組
み
立
て
体
験
な
ど
も
行

い
、
大
人
だ
け
で
な
く
子
ど
も
た

ち
も
積
極
的
に
訓
練
に
参
加
し
て

い
ま
し
た
。

　
大
き
な
地
震
や
台
風
な
ど
の
災

害
は
、
必
ず
来
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
い
つ
か
来
る
そ
の
と
き
に

備
え
て
、
防
災
訓
練
や
地
域
の
皆

さ
ん
で
協
力
し
合
う
こ
と
の
大
切

さ
を
、
改
め
て
感
じ
た
1
日
と
な

り
ま
し
た
。

雪
と
伝
統
と
お
い
し
さ
と
！

　～
冬
の
活
動
報
告
～

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
西
宮
第
3
団
・
第
13
団

白
銀
の
世
界
を
大
冒
険
！

　
ロ
ー
バ
ー
隊（
18
～
25
歳
）主
催

の
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
が
、
2
月
8
日

か
ら
1
泊
2
日
で
ハ
チ
高
原（
養

父
市
）で
開
催
さ
れ
、
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
西
宮
第
3
団
、
13
団
合
わ

せ
て
28
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
大
寒
波
が
到
来
し
て
厳
し
い
寒

さ
の
中
で
、
ス
キ
ー
が
得
意
な
子

も
初
め
て
の
子
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
ロ
ー
バ
ー
隊

の
指
導
の
下
で
、
ど
ん
ど
ん
上

達
！
　
広
い
ハ
チ
高
原
の
ゲ
レ
ン

デ
を
存
分
に
満
喫
し
ま
し
た
。

　
夜
は
み
ん
な
で
輪
に
な
っ
て
、

頭
を
使
っ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
ゲ
ー
ム

で
大
盛
り
上
が
り
。
世
代
を
超
え

た
交
流
の
楽
し
さ
と
ス
キ
ー
が
上

達
し
て
い
く
喜
び
は
、
一
生
忘
れ

ら
れ
な
い
冬
の
す
て
き
な
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。

料
理
大
会
！
　テ
ー
マ
は
「
鍋
」

　
甲
山
キ
ャ
ン
プ
場
で
2
月
16
日
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
創
始
者
の
誕
生

日
を
祝
う
Ｂ‒

Ｐ
祭
が
開
催
さ
れ
、

今
年
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
オ
リ
ジ

ナ
ル
鍋
を
作
る
「
鍋
‒
1
グ
ラ
ン

プ
リ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ど
ん
な
鍋
を
作
る
か
を
、
事
前

に
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
相
談
し
て

ス
ー
パ
ー
で
食
材
を
調
達
。
当
日

は
ま
き
を
集
め
て
火
を
起
こ
し
、

食
材
を
切
り
分
け
、
協
力
し
な
が

ら
調
理
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
鍋
が

煮
え
る
の
を
待
つ
間
は
、
ホ
ッ
ト

コ
コ
ア
で
ひ
と
息
。
で
き
上
が
っ

た
鍋
を
食
べ
て
「
お
い
し
い
！
」

の
声
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　
優
勝
は
素
材
の
食
感
を
う
ま
く

引
き
出
し
た
ウ
マ
塩
鍋
で
す
。
食

後
は
、
コ
マ
遊
び
や
し
っ
ぽ
と
り

ゲ
ー
ム
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
体
を

動
か
し
ま
し
た
。

今
年
も
開
催
！

　二
子
山
部
屋
の
力
士
た
ち
と

　
夙
川
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
育
成
会

は
、
3
月
2
日
に
越
木
岩
神
社
を

宿
舎
と
し
て
い
る
二
子
山
部
屋
の

力
士
た
ち
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
し
た
。椿
ま
つ
り
も
同
時
開

催
さ
れ
、
北
夙
川
と
苦
楽
園
の
子

ど
も
会
、
越
木
岩
青
年
会
の
協
力

を
得
て
、
5
0
0
人
を
超
え
る
来

場
者
で
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
ス
カ
ウ
ト
た
ち
も
ち
ゃ
ん
こ
鍋

を
堪
能
し
た
後
、
自
然
素
材
を
使

っ
て
稽
古
の
様
子
を
絵
に
描
く
な

ど
し
て
楽
し
く
過
ご
し
、
お
土
産

に
つ
き
た
て
の
餅
を
持
っ
て
帰
り

ま
し
た
。

　
越
木
岩
地
域
の
子
ど
も
た
ち
も

通
う
苦
楽
園
小
学
校
と
苦
楽
園
中

学
校
の
隣
に
、
県
立
西
宮
苦
楽
園

高
等
学
校
が
4
月
に
開
校
し
ま
し

た
。

　
当
校
は
、
県
立
西
宮
北
高
等
学

校
と
県
立
西
宮
甲
山
高
等
学
校
の

両
校
が
、
約
3
年
の
年
月
を
か
け

て
開
校
準
備
を
進
め
て
き
た
発
展

的
統
合
校
で
、
県
立
西
宮
北
高
等

学
校
の
校
舎
が
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
令
和
7
年
度
は
、
県
立
西
宮

苦
楽
園
高
等
学
校
の
生
徒
は
1
年

生
だ
け
で
、
県
立
西
宮
北
高
等
学

校
と
県
立
西
宮
甲
山
高
等
学
校

は
、
2
・
3
年
生
と
な
り
ま
す
。

　
教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

柱
は「
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
」×「
探

究
的
な
学
び
」
で
す
。
デ
ジ
タ
ル

人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
デ
ジ
タ

ル
教
育
の
拠
点
校
と
な
る
「
Ｄ
Ｘ

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
、
令
和

6
年
度
に
文
部
科
学
省
よ
り
指
定

を
受
け
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
普
通
科
に
加
え
、
文

理
探
究
科
が
創
設
さ
れ
、
こ
の
科

で
は
「
全
世
界
が
探
究
フ
ィ
ー
ル

ド
」「
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
習
得
と

活
用
」「
大
学
・
地
域
と
の
連
携

協
働
」の
三
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、

世
界
の
諸
課
題
を
テ
ー
マ
と
し
た

学
び
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
力
点

を
置
い
た
ロ
ボ
ッ
ト
制
御
や
ア
プ

リ
開
発
な
ど
の
技
術
の
習
得
、
そ

し
て
大
学
・
企
業
な
ど
と
の
連
携

授
業
や
講
演
会
が
展
開
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
普
通
科
で
も
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
能
力
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能

力
の
向
上
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
特
色

は
部
活
動
に
も
反
映

さ
れ
、
新
設
さ
れ
る

Ｄ
Ｘ
部
で
は
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
の
大
会

や
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
競
技
に
挑
戦
す
る

そ
う
で
す
。

　
学
習
環
境
で
は
、
ハ
イ
ス
ペ
ッ

ク
パ
ソ
コ
ン
が
完
備
さ
れ
た
探
究

ル
ー
ム
を
新
設
す
る
他
、
3
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
、
Ｖ
Ｒ（
バ
ー
チ
ャ
ル

リ
ア
リ
テ
ィ
）、
ド
ロ
ー
ン
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
用
小
型
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
の
備
品
が
整
備
さ
れ
、
入
学

生
は
授
業
で
活
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
県
立
西
宮
北
高
等
学
校

の
校
舎
全
館
の
内
装・外
装
工
事
、

ト
イ
レ
改
修
工
事
も
進
み
、
来
年

度
に
は
3
2
0
人
収
容
可
能
な
講

義
棟
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。

　
県
立
西
宮
北
高
等
学
校
は
越
木

岩
地
域
に
と
っ
て
身
近
な
学
校
で

し
た
。
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
県
立
西
宮
苦

楽
園
高
等
学
校
は
、
地
域
の
中
学

生
や
保
護
者
に
と
っ
て
、
今
後
の

展
開
が
非
常
に
楽
し
み
な
存
在
と

な
り
そ
う
で
す
。

•••••••
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
•••••••

令
和
7
年
4
月
に

西
宮
苦
楽
園
高
等
学
校
が
開
校

学校に配備されるVR
（県立西宮苦楽園高等学校ホームページより）

西宮北高等学校の2・3年生と西宮苦楽園高等学校の1年生が通う校舎
（県立西宮苦楽園高等学校ホームページより）

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

6
年
ぶ
り
の
開
催

　越
木
岩
自
主
防
災
の
日

AEDの後、救急車が到着するまで心臓マッサージを続けます

毛布とポール2本で作った担架でけが人を運びます

ハ ー イ 子 ど も 会 で す 

ぼぼぼぼぼぼ

くくくくくく

のののののの

夢夢夢夢夢夢

わわわわわわ

たたたたたた

しししししし

のののののの

夢夢夢夢夢夢

北
夙
川
子
ど
も
会

�

4
年

　尾お
の
え上

　雄
一

　
ぼ
く
の
し
ょ
う
来
の
ゆ
め
は
、

野
き
ゅ
う
せ
ん
手
で
す
。
な
ぜ
か

と
い
う
と
ぼ
く
は
大
谷
せ
ん
手
の

よ
う
な
か
っ
こ
い
い
せ
ん
手
に
な

り
た
い
か
ら
で
す
。

　
大
谷
せ
ん
手
は
ホ
ー
ム
ラ
ン
や

と
う
る
い
が
多
い
の
で
、
す
ご
い

な
あ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
ぼ
く
は
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
練
習
と
キ
ャ
ッ
チ
の
練
習
を

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

♡
　
　
　
　
♡

北
夙
川
子
ど
も
会

�

5
年

　伊
藤

　圭か

純す
み

　
私
の
ゆ
め
は
、
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
文
や
絵
を
か
く
の
が
大
好

き
な
の
で
、画
家
に
な
り
た
い
し
、

作
家
に
も
な
り
た
い
で
す
。

　
そ
し
て
一
番
の
ゆ
め
は
、
保
育

士
さ
ん
に
な
る
こ
と
で
す
。
去
年

ワ
ク
ワ
ク
ワ
ー
ク
で
保
育
士
さ
ん

の
体
験
を
し
て
、小
さ
い
子
に「
か

す
み
せ
ん
せ
い
」
と
言
わ
れ
た
時

は
、
か
わ
い
く
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
ど
の
ゆ
め
も
か
な
え
て
み

た
い
で
す
。

北
夙
川
子
ど
も
会

�

5
年

　田
畑

　朝あ
さ

陽ひ

　
私
の
し
ょ
う
来
の
ゆ
め
は
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
ら
れ
る
よ
う

な
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
選
手
に
な

る
こ
と
で
す
。

　
2
0
2
4
年
の
夏
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
、
森
選
手
が
3
位
ま
で

に
は
入
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
す

ご
く
か
っ
こ
よ
く
て
、
私
も
や
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
い
っ
ぱ
い
練
習
し
て
、
森
選
手

の
よ
う
な
選
手
に
な
り
た
い
で

す
。

♡
　
　
　
　
♡

苦
楽
園
子
ど
も
会

1
年

　吉
田

　早さ

那な

　
わ
た
し
の
ゆ
め
は
、
ケ
ー
キ
や

さ
ん
に
な
る
こ
と
で
す
。
な
ぜ
か

と
い
う
と
、
ケ
ー
キ
は
つ
く
る
こ

と
が
む
ず
か
し
い
け
れ
ど
、
お
き

ゃ
く
さ
ま
に
食
べ
て
も
ら
え
る
こ

と
が
う
れ
し
い
か
ら
で
す
。
お
す

す
め
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
で

す
。
そ
の
た
め
に
ケ
ー
キ
せ
ん
も

ん
の
学
校
へ
行
っ
て
お
べ
ん
き
ょ

う
し
た
い
で
す
。
わ
た
し
の
ケ
ー

キ
を
食
べ
て
も
ら
っ
て
、
み
ん
な

を
え
が
お
に
し
た
い
で
す
。

雪山でぐんぐん上達！

みんなで作るとおいしいね！

葉っぱを並べて土俵を作ったよ！

「よいしょー！」
迫力満点の
餅つき
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主
催
　
越
木
岩
自
治
会

日
時
　
6
月
1
日（
日
）9
時
〜
10
時

　
　
　
雨
天
中
止

わ
が
ま
ち
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

集
合
場
所
　
越
木
岩
会
館

内
容
　��

地
域
内
の
道
路
や
公
園
を

清
掃
し
、
現
地
解
散
し
ま
す

共
催
　
苦
楽
園
地
区
青
愛
協

　
　
　
北
夙
川
地
区
青
愛
協

日
時
　
6
月
上
旬

場
所
　
①
苦
楽
園
中
学
校
校
門
前
交
差
点

　
　
　
②（
有
）苦
楽
園
食
糧
前

　
　
　
③
里
道
階
段
上（
三
差
路
）

　
　
　
④
毘
沙
門
公
園
南
側

　
　
　
⑤
セ
ブ
ン
‒
イ
レ
ブ
ン

　
　
　
　
西
宮
樋
之
池
町
店
前

　
　
　
⑥
理
容
店
C
H
O
C
O
前

声
か
け
運
動

　
絵
馬
か
ら
ひ
も
と
く

　
　越
木
岩
の
先
人
た
ち
⑤

越
木
岩
神
社
　
飯
森
良
光
宮
司
　

　
今
号
で
、
5
回
に
わ
た
っ
た
連

載
も
最
後
と
な
り
ま
す
。最
後
は
、

最
も
新
し
い
絵
馬
2
面
を
紹
介
し

ま
す
。

　
明
治
22（
1
8
8
9
）年
丑う

し
正
月

23
日
付
け
で
、
越
木
岩
上
新
田
組

と
下
新
田
組
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
1

面
ず
つ
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。

上
新
田
は
現
在
の
西
平
町
・
松
風

町
・
豊
楽
町
北
部
辺
り
の
地
域
、

下
新
田
は
南
越
木
岩
町
・
石
刎

町
・
菊
谷
町
・
松
生
町
・
桜
町
・

豊
楽
町
南
部
辺
り
の
地
域
で
す
。

上
・
下
組
に
描
か
れ
た
消
防
夫
は

約
80
人
に
な
り
ま
す
。

　
上
・
下
組
と
も
に
参
詣
の
様
子

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
奉
納
さ
れ

た
時
期
か
ら
、
出
初
め
式
の
様
子

を
描
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
上
組
の
絵
馬
は
縦
約
75
㎝
・
横

1
6
6
㎝
の
板
に
描
か
れ
た
も
の

で
す
。
お
社
や
松
が
描
か
れ
、
消

防
夫
は
黒
の
法は

っ

被ぴ

と
も
ん
ぺ
装
束

で
、
青
色
の
火
事
羽
織
に
頭
巾
の

衣
装
取
締
役
2
人
が
先
頭
に
立
っ

て
い
ま
す
。
町ま

ち

火び

消け
し

が
火
災
現
場

で
使
用
し

て
い
た
火

消
し
道
具

の
一
つ
・

消
防
ま
と

い（
纏
）と

高
張
提ち

ょ
う

燈ち
ん

が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま

す
。
そ
の

他
に
組
旗

半
鐘
・
鳶と

び

口ぐ
ち
・
竜り

ゅ
う

吐ど

水す
い�

（
ポ
ン

プ
）・
梯は
し

子ご

な
ど
が
持
た
れ
て
い
ま

す
。

　
下
組
の
絵
馬
は
縦
約
95
㎝
・
横

2
0
0
㎝
の
板
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。
持
ち
物
な
ど
は
上
組
と
同
じ

よ
う
で
す
が
、
取
締
役
2
人
は
茶

色
の
火
事
羽
織
の
よ
う
で
す
。
大

変
興
味
深
い
の
は
下
組
の
絵
馬
の

下
部
に
は
、
そ
の
当
時
の
消
防
組

員
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。吉
井
・
礒
野
・
田
中
・
古
田
・

播
間
・
津
戸
・
真
鍋
・
福
田
・
福

井
・
灘
儀
・
小
西
氏
な
ど
、
現
在

も
こ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
た

ち
の
先
祖
と
い
う
こ
と
で
、
地
域

の
た
め
に
代
々
消
防
夫
を
務
め
て

い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
明
治
ご
ろ
の
境
内
や
神

社
周
辺
の
様
子
も
伺
え
ま
す
。現

在
は
、
境
内
に
松
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
が
、
年
配
の
人
に
尋
ね

る
と
ア
カ
マ
ツ
が
た
く
さ
ん
育
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。越
木
岩
地
域

に
も
松
風
町
・
松
生
町
・
松
ヶ
丘

町
・
老
松
町
の
町
名
が
あ
る
よ
う

に
、松
が
多
く
茂
っ
て
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。鳥
居
ま
で
の
参
道
は
、
も

ち
ろ
ん
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
は
な
く

土
の
農
道
で
し
た
。神
社
に
お
参

り
に
行
く
に
も
ひ
と
苦
労
だ
っ
た

で
し
ょ
う
。

　
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
よ
り
新
し

い
大
絵
馬
は
奉
納
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
最
近
は
、
記
録
を
写
真
と
し

て
残
す
こ
と
も
少
な
い
よ
う
で

す
。
デ
ジ
タ
ル
の
発
達
で
、
大
絵

馬
を
奉
納
す
る
と
い
う
慣
習
も
ほ

と
ん
ど
な
く
な
っ
た
か
ら
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
絵
馬
は
、
今
で
は
社
寺
や
地
域

の
風
習
・
文
化
、
奉
納
さ
れ
た
時

代
の
人
々
の
願
い
、
生
活
を
伝
え

る
貴
重
な
資
料
、
文
化
財
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。
私
が
宮
司
を
務

め
て
い
る
間
に
は
、
今
を
後
世
に

伝
え
る
た
め
に
、
大
絵
馬
の
作
成

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
神
社
の
秋
祭
り
の
奉
祝
行
事

と
し
て
、
だ
ん
じ
り
巡
行
が
盛
大

に
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
地
域
で
は
秋
の
風
物
詩
と
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

泣
き
相
撲
も
、
毎
年
多
く
の
子
ど

も
た
ち
や
そ
の
家
族
が
参
加
し
て

い
ま
す
。
4
年
前
か
ら
大
相
撲
三

月
場
所（
大
阪
春
場
所
）の
際
に
、

二
子
山
部
屋
が
当
社
を
宿
舎
と
し

て
利
用
し
て
お
り
、
そ
の
頃
に
香

る
力
士
の
び
ん
づ
け
油
が
春
の
風

物
詩
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

の
よ
う
な
今
を
「
絵
馬
」
に
描
く

こ
と
で
、
令
和
の
越
木
岩
地
域
を

未
来
に
伝
え
る
と
い
う
方
法
も
魅

力
的
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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▲上新田組奉納　　　　　▼下新田組奉納

越木岩地域の氏神様 ～皆様の健康をご祈念します～

http://www.koshikiiwa-jinja.jp/
〒662-0092　西宮市甑岩町 5-4

6月 3 0日
夏越大祓

広告
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受
賞　お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◎
第
68
回
環
境
衛
生
大
会
表
彰

　環
境
衛
生
実
践
功
労
者

　
　
藤
原
康
明
さ
ん（
甑
岩
町
）

　環
境
衛
生
推
進
功
労
者

　
　
田
中
基
子
さ
ん（
松
生
町
）

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
賞

　
　
田
中
孝
一
さ
ん（
南
越
木
岩
町
）

越
木
岩
公
民
館
運
営
協
議
会・地
域
学
習
推
進
員
会
の
活
動
終
了
に
つ
い
て

　
令
和
6
年
3
月
末
に
閉
館
し

た
越
木
岩
公
民
館
は
「
越
木
岩

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
令
和
8
年

度
中
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
新
セ
ン

タ
ー
は
公
民
館
と
し
て
再
開
せ

ず
、
地
域
の
新
た
な
拠
点
と
し

て
、
隣
接
す
る
図
書
館
な
ど
を

含
む
「
複
合
施
設
」
を
整
備
す

る
予
定
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
公
民
館
活
動

推
進
の
た
め
に
設
置
し
て
い
た

「
越
木
岩
公
民
館
運
営
協
議
会
」

と
、
地
域
課
題
の
解
決
や
交
流

の
た
め
の
講
座
な
ど
を
開
催
し

て
い
た
「
越
木
岩
公
民
館
地
域

学
習
推
進
員
会
」
の
活
動
は
令

和
7
年
3
月
で
終
了
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
新
セ
ン
タ
ー
活
動

の
立
ち
上
げ
の
た
め「
新
セ
ン

タ
ー
準
備
委
員
会
」で
住
民
主

体
の
地
域
活
動
を
支
援
す
る
仕

組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
5
・
6
月
の
講
座
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
現
推
進
員
の
厚
意
に

よ
り
、
令
和
7
年
度
中
も
数
回

講
座
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
チ
ラ
シ
な
ど
で
ご
案

内
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

　
百
人
一
首
大
会
が
、
1
月
31
日

に
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

1
年
生（
52
期
生
）は
4
人
ず
つ
、

33
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
ク
ラ

ス
対
抗
で
競
い
ま
し
た
。
順
位
は

ク
ラ
ス
全
員
の
取
札
数
の
合
計
で

決
ま
り
ま
す
。

　
畳
に
並
べ
ら
れ
た
札
を
前
に
緊

張
気
味
の
様
子
で
し
た
が
、
琴
の

B
G
M
に
乗
せ
て
上
の
句
が
詠
ま

れ
始
め
る
と
、
ど
の
生
徒
も
真
剣

な
ま
な
ざ
し
で
取
札
を
探
し
始
め

ま
す
。
一
目
散
に
札
に
飛
び
つ
く

生
徒
も
い
れ
ば
、
下
の
句
を
聞
き

終
え
て
か
ら
慎
重
に
取
る
生
徒
、

お
手
付
き
を
し
て
悔
し
が
る
生
徒

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
ま
た
人
気
の
句
が
詠
ま
れ
る
と
、

歓
声
が
上
が
り
、
身
を
乗
り
出
し

て
取
り
合
う
場
面
も
。
真
剣
勝
負

で
す
が
、
1
枚
取
る
た
び
に
笑
み

が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。
残
り

の
枚
数
が
少
な
く
な
る
に
つ
れ
、

徐
々
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
、
白
熱

し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
会
場
は
緊
張
感
と
歓
声
で
盛

り
上
が
り
、
楽
し
み
な
が
ら
、
最

後
ま
で
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
1
枚
で
も
多
く
取
れ
る
よ

う
に
、
朝
読
書
の
時
間
な
ど
で
練

習
を
積
み
重
ね
て
き
た
成
果
が
発

揮
さ
れ
た
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
の
伝
統
文
化
に
関
心
を
深

め
、
生
徒
同
士
の
親
睦
と
ク
ラ
ス

の
団
結
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

新
春
行
事 

百
人
一
首
大
会
　✿
苦
楽
園
中
学
校
✿

じっと耳を澄まして…
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